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◆例　会　場／東山荘・講堂�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆国 歌 斉 唱 �

◆ロータリーソング／奉仕の理想�

◆内　　　容／新会員卓話�
　　　　　　　　　　　　　　斎藤　衛君�

　１９０５年２月２３日は、ポール・

ハリス他、３名がシカゴで初め

て会合を開いた日で、ロータリーの創立記念日で

あり、世界理解と平和の日と定められ、また２月

は「世界理解月間」と指定されています。さらに

２月２３日に始まる１週間を世界理解と平和週間と

称し、この月間中、ロータリークラブは、世界平

和に不可欠の理解と善意を強調するプログラムを

行うよう要請されています。�

　ところで、世界の平和は、夫々の国の国民が健

康で幸せな状態にあることが基本であり子供達が

飢えに苦しんでいるとき、親が生活に窮乏してい

るとき、さらに国が戦争状態にあるときに平和に

ついて考えることは困難です。�

　ロータリーは、これまで、世界社会奉仕、災害

救援、人道的援助、飢餓救済等の活動、また青少

年交換、国際親善奨学生、研究グループ交換の制

度や、ポリオ・プラス活動他非常に多くのプログ

ラムを開発し、世界理解と平和に取組んできました。

　世界の平和は誰もが望むところであるが、ロー

タリー加盟の世界１６４ヵ国の中でも民族紛争とか宗

教紛争とか難民とかの問題を抱えている国があり

ます。�

　ロータリーは、政治的性質をもった世界問題ま

たは国際政策に関し、決議、見解、嘆願を禁止し

ています。災害救助活動でさえも枠があります。

しかし、相対する当事者が明確な場合は当事者解

決に任すとしても、不特定多数を狙うテロ行為に

対しても、これまでのように中立性を維持すべきか、

世界平和を語ろうとするとここにぶつかります。

　宗教や国策面から生じる相違は当然ですが、ど

の国でも世界平和を願うことについては同一であ

るはずですから、そういう国々のロータリークラ

ブとの交流を図り、思いやりの気持が地域社会、

国際社会に広がって共存共栄の社会が構築できる

と信じて行動することがロータリーだと思います。�

　�

◆会 員 慶 事�

・誕生日�
　2月18日　高村　繁男君�

・夫人誕生日�
　2月16日　根上　陽一君 ご夫人 季美子様�

●●●次回2月20日の例会：１７８１回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂●●●�

�

会長挨拶�
会　長　内海　宣彦�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５７名� ５１名�８９.４７％�１００.００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

２月は世界理解月間です�

●欠席者（６名）�

藤田昇司君・林　由行君・勝又敏雄君・岡本隆典君�

大庭健一郎君・内海隆治君�

●メーキャップ（7名）�

　岡本　隆典君　1月22日　長　　泉�

　大森　清治君　1月24日　沼　　津�

　根上　眞一君　1月25日　地区青少年�

　井口　修一君　1月28日　沼 津 北�

　渡辺　　巌君　1月28日　沼 津 北�

　渡辺　剛康君　1月28日　沼 津 北�

　芹澤　正明君　1月31日　裾　　野�

ＮＧＯ活動について�

ジャパン・プラットフォーム事務局長 黒川千萬喜様�

�
２１世紀の新しい挑戦�
ジャパン・プラットフォームは緊急人道支援のた
めの新しい仕組みです�

人間の尊厳をおびやかされた人のために�
国や地方のコミュニティ、家族や仲間の絆が壊れ、
人間の尊厳が脅かされた人々に救援の手を差し
伸べます。尊厳の回復のため救助・救命、医療、
避難所、水・食料、教育、衛生施設、心のケア
など様々な人道援助を行います。�
現場へ駆けつけます�
大規模な自然災害や難民の発生、地球の片隅で
起こった緊急事態に即応し、現場にただちに駆
けつけます。「一歩でも早く」で救われる人が
います。�
日本の心を世界の現場に�
日本のＮＧＯが皆様の心を現場に届けます。日
本に住むあなたの代わりに被災者・難民と向き
合い、あなたの心を世界の現場で苦しんでいる
人に届けます。�
新しい市民社会の形成のために�
日本のＮＧＯを応援する輪をひろげ、日本のＮ
ＧＯを支える新しい市民社会作りをみんなで応
援しています。政府も企業も市民も大切なパー

トナー、その輪がジャパン・プラットフォーム
です。�

こころざしを形に�
従来にない有効性・透明性・効率性を追求します

被災者・難民を第一に考え、ＮＧＯによるきめ細
かな支援を行います。�
もっとも必要としているものをもっとも必要と
している人々に届けるため、現地でＮＧＯがき
め細かく支援状況を検証しながら、皆様の善意
を有効にお届けします。�
日本のNGOの活動を直接支援�
様々な分野で実績をあげているNGOを直接支援
します。緊急支援に必要なお金を迅速に提供し
直接支援することにより日本のＮＧＯの人材・
能力・組織が育っていきます。�
参画する活動です�
企業の支援、企業間のネットワークを活かし、
寄付、物資やサービスの提供、人材派遣など企
業の特徴を活かした支援を企画から参加いただ
くなど従来にない積極的参画をお願いしていき
ます。個人の方からのご支援、ご意見を活動に
反映する場やボランティアを活かす場をもうけ
ます。�
使途説明をしっかりと�
寄付の使途や活動評価を詳しく説明します。使
途については第三者の監査、評議会での審査を
行います。インターネットでの情報公開も行います。�


